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らの力によって,あ さっての日曜 日の

朝 には,皆 さんのために,そ の美 しい

礼拝堂が元の状態に戻 され,礼 拝行事

の準備が整え られることで しょう。 わ

た しは失 われたものを回復す るために

協力 して働いておられる皆 さん一人一

人に感謝 しています。まだなすべ き仕

事は数多 く残ってい ます。時聞もた く

さんかかることでしょう。皆 さんがそ

の働 きに よって主の祝福 を受けられま

すように。｣

ヒ ンクレー大管長 は次 のようにも語

った。｢兄 弟姉妹の皆 さん,主 は皆 さん

の命 を救われ ました。このことに皆さ

んはどれほ ど感謝すべ きで しょうか。

わた したちは祝福 されています。確か

に,こ れか らつ らく困難な日々が続 く

ことで しょう。 また,つ ましい食事 し

か取れない欠乏の 日々を多 くの人が経

験することで しょう。 しか し,古 着な

がら,質 の良い衣類があ ります。病気

の広か りを押 し止める薬 もあ ります。

皆 さんはあ らゆることか ら回復で きま

す。最終的には,泥 か取 り除かれ,す

べ てが清掃 され,こ の出来事 も過去の

思い出となる日が来 ることでしょう。｣

11月21日 の 土曜 日の朝,ヒ ンクレー

大管長はホンジュラスのテグシガルパ

にある屋外 フッ トボール競技場で,約

7,400人 の人 々に こう語った。｢わ た し

たちは自然が猛威 を振るうときに,人

の力がいかに無力か を知 ります。ほん

とうにわた したちは無力 です。わた し

たち人間にで きることは少 ししかあ り

ませ ん。わた したちか悟 った こと

それは結局の ところ,わ た したちは 〔神

ホンシュラスのテ クシカルパ かハリケーン ミ ッチ によ り受 けた被 害。

写真/ニ タ ハンターの厚意により掲載。

に〕信頼 を置 き,そ の戒めに従 って歩

まなけれは ならない とい うこ とです。

これ こそ唯一の安全 な道なのです。 こ

のような災害が全世界でいつ どこを襲

うのかわた したちには見当がつけ られ

ません。 この度の経験 を踏まえて,わ

たしたちは主にさらに近 く生活 し,主

の祝福 にもっとふ さわし くなろうでは

あ りませんか。

教会はハ リケーンによって荒廃 した

中央 アメリカの諸地域 に,船 や飛行機

で大量の救援物資 を輸送 しました。援

助を したい と望 む会員の皆 さんには,

教 会福祉 の現場 で労働奉仕 した り,デ

ゼレ ト産業 を通 して物資を寄付 した り,

断 食献金を納めた り,教 会の人道的救

援活動基金 としてお金を寄付 した りす

ることを教会では奨励 しています。｣

年間国際管理者賞

ヒ ンクレー大管

長は11月6日,ブ リ

ガム･ヤ ング大学

マ リオソ ト経営学

校か ら年間国際管

理者賞 を授与 され

た。この授賞式で

ヒンクレー大管長

澱w灘 は,｢教 会 の批判者

ホンシュラスのコマヤケラて 八リケーンの生存者は

破壊された水道管から流れる清潔な水を用いることかてぎた。

は,こ の教会が一

大 ビジネス機関 に

リアホナ/1999年4月 号

z

なったと批判 してい ます｣と 述べ た。

｢次のことを強調させていただ きたいと

思い ます。霊 的な事柄が この世的な事

柄 に取 って代 わられることは今 まで一

度もあ りませ んで した。実は,こ の二

つの ものは両立するのです。 この世的

な事柄 は霊的な事柄 を達成す るための

手段 と方法を提供 してくれるか らです。

実際,こ の二つの ものはまった く同じ

ものなのです。｣教 会か払ってきた多岐

にわたる努力について言及 した後,ヒ

ンクレー大管長は次のように指摘 した。

｢わ たしたちは年間300か ら400を 超 える

建物 を建築 しています。それでもわた

したちは遅れ を取 っています。わた し

たちはもっと努力 して建物 を建て なけ

れはならないのです。 もし教 会員が教

会の中で成長 しなけれはならないとす

協 力 し合って 二力ラ クアの集会 所に

救援物資 を運 ふ会 員たち。

写真/ニ タ 八ンターの厚意により掲載。
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伝道活動および活発化の活動に役立っ家族歴史センター
二使徒定員会会長代理であるボ

十イ ド･K･パ ッカー長老は1998年

11月8日,教 会の衛星放送 システムを

通 じて放映された家族歴史の番組で次

の ように語った。｢わ たしたちは今より

はるかに,家 族歴史セ ンターを伝道に

活用で きるはずです。｣家 族歴史センタ

ーは重要な場所である。そこでは教会

外の人々と共通の きずなを持てるので

ある。それはどのような きずなであろ

うか。家族 とい うきずなである。人々

がセンターへ足 を運ぶのは,家 族に関

心を持 っているからである。

番組ではほかに,七 十人会長会の ト

ッド･D･ク リス トファーソン長老が次

のように述べた。｢家 族歴史は明 らかに
あがな

死者を蹟うための非常に重要な道具で
の

すが,福 音 を宣べ伝 え,教 会員 を強め

るうえで も重要な役割を果た します。｣

神権指導者,家 族歴史セ ンターで働 く

人々および宣教師がわずかな調整 を行

えば,家 族歴史 を改宗や新会員の定着,

そ してあま り活発でない会員の活発化

の道具 として用い るのは困難 でない。

ク リス トファーソン長老の語 ったこと

に よると,宣 教師 は現在,求 道者に福

音 を紹介 し,改 宗者が重要な福音の活

動 に携わ り,あ ま り活発でない会員を

励 ます手段の一つ として,家 族歴史を

用 いるよう訓練を受けている。現在教

会は69か 国に3225の 家 族歴史セ ンター

を設けている。■

第5回 教会国際芸術コンテス ト出展作品募集
ル ト レ ー ク･シ テ ィ ー の 教 会 歴

ソ史美術館主催による第5回 国際芸
術 コンテス トで,世 界中の末 日聖徒か

らの出展 を募集中である。選ばれた作

品は2000年 の3月 か ら9月 まで同博物館

に展示 され る。

歴史美術館館長のグレン･M･レ オナ

ルド兄弟 は,コ ンテス ト開催 と『モルモ

ン書』とい う今 回のテーマを発表するに

当たり,｢末日聖徒の芸術家たちが信仰と

芸術 とを携え,『モルモ ン書』の歴 史だけ

でな く,そ こに書かれた有名な物語や

福音の教 えを表現 して くれるように願

ってい ます。『モルモ ン書』に書かれた

､テーマ,価 値観 教義,ま た物語 などを

探求 した作品を募 ります。｣レ オナル ド

兄弟はまた,『モルモ ン書』を世に出した

ジョセブ･ス ミスの役割を表現 したもの

や,世 界中の人々の生活に｢モ ルモ ン書』

が与 える影響について思い巡 らす作 品

なども考えてほ しいと語 った。

応募資格 は,プ ロ,ア マチュアを問

わず,12歳 以上 の末 日聖徒 。12歳 か ら

18歳 までの作品は別に審査される。

第1次 審査は,作 品のスライ ド,ま た

は写真での選考 となる。北アメリカ地

域 の居住者 は,作 品のスライ ドや写真

を1999年ll月22日 までにソル トレーク･

シティーの歴史美術館 に必着。北アメ

リカ以外の居住者は,1999年10月22日

までに最寄 りの教会配送セ ンターに必

着で送付する。そこか ら二括 して博物

館 に郵送 される。最終審査 に残 った作

品の作者 には,作 品を歴史美術館 に送

るように通知 されるので,2000年2月

14日 ま でに歴史美術館 に必着 のこと。

最終審査で選 ばれなか った作品は返送

されるが,ス ライ ドや写真 などは返却

されない。

数多 くの応募が予想 されるが,お よ

そ200点 が 選ばれ,展 示 され る。傑出

した作品には,'.20までの賞が用意され,

各500ド ルが贈 られる。 また,受 賞作品

は歴史美術館 の常設作品 として購入 さ

れるほか,歴 史美術館 を訪れた人々の

投票によって上位3位 に選ばれた作品に

は,さ らに500ド ルが贈 られる。

過去 にコンテス トに出展 された作品

は,キ ル ト,刺 しゅう,織 物,陶 器,

陶磁器,装 飾品,木 彫 り,写 真,金 属

細工,陶 芸,デ ッサ ン画,版 画,絵 な

どがある。｢様 々な文化芸術,伝 統美,

芸術手法,様 式 を歓迎 します｣と レオ

ナル ド兄弟は語 る。作品は,1997年1月

1日 以降に完成 した もので,長 さ182セ

ンチ以下の ものに限る。

出展要項 と申込書 は,教 会歴 史美術

館(45NorthWestTempleStreet,

SaltLakeCity,UT84150-3810,USA),

ま たは最寄 りの教会配送センターで入

手で きる。□

ロシアの聖徒,韓 国ソウル神殿を訪問

｢り こにいる と,心 に感 じるの は平
｣安 だけです。｣ロ シア･ウ ラジオ

ス トック支部のウラジー ミル･ネ チポ

ロフ支部長は,韓 国ソウル神殿を訪問

した6人 のロシアの聖徒たち全員の気持

ちを代弁 して語 った。小 さな一行 は,

自分 自身 と先祖のエ ンダウメン トと結

び固めを受けるために,ロ シア東岸の

ウラジオス トックか ら韓国の首都 まで

の道の りを旅 した。 ウラジーミル･A･

ネ チ ポロフと妻のエ レーナ･V･ス ピ
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リドノバ,ス ピリ ドノバ姉妹の母であ

るベー ラ･A･ホ ダ コバ,そ してビク

トル･V･ウ ソ フと妻 のナ ター リア･

N･ズ ボバ と娘のマ リーナ･V･ウ ソ

バの6人 である。

ネチ ポ ロフ支部 長夫妻 は,す で に

1994年 に,オ レゴン州 ポー トランド神

殿で 自身のエ ンダウメン トと結び固め

を受けてい る。今回の韓国神殿訪問 に

ついて彼 はこう語った。｢神 殿の中で儀

式 を受けているとき,実 に特別な気持
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●第1日 曜 日の扶助協会での レソス ン。

これには福音を教えるのが含まれる。

また,姉 妹たちが家族 と福音 を分か

ち合 うためのアイテアを加 えること

もで きる。

●ホームメーキ ングでほかの活動に加

えて,定 期的に次のような事柄を分

かち合 うこともで きる。家庭の夕べ

のアイテア,聖 文研究のための提案,

効 果的な家族歴史の活動や家族の伝

統 的活動 を行 う方法,家 庭 で福音 を

教 えるためのアイテア,神 殿参入に

備 えるためのアイテア。

福音の教義 を学 び教えるな らば,わ

た したちに義が映 し出され,喜 びが増

し加 えられるように

なる。同時 に,す ば

らしい教育が行われ

る場 を確立する よう

に努めたことに もな

る。その ような場所

で子供たちは,義 に

かない健やか に育っ

てい く。このような

家庭 と教育 の場 を確

立す るように努める

女性 こそ,困 難な世

の中を照 らす光 とし

て大い に必要 とされ

ることであろう。□

魑

脚畿鑑

補助組織の会員の心得

調和の取れた若い女性のプログラムは家族を強める
中央若い女性会長会

い女性の指導者は,調 和の取れ

若た若い女性 のプログラム を提供
す ることにより,家 族 との関係 の中で

若い女性 を強めることができます。

μ曜学校の レッス ン。新 しい 『若い

女性資料 ガイ ト』が毎年作成 され,神

権指導者 を通 して配布 されます。 この

ガイ ドには,1999年 度 の教師用手引 き

『若い女性3』 における日曜日の レソス

ンを最新の ものとするための資料が含

まれています。 このガイ ドの中で紹介

されている資料は,一 般に入手できる

最近の教会出版物の中からの引用です。

このガイ ドは,日 曜日の レノス ンを教

える順序や提案 された参考資料の応用

の仕方についてもどのようにすればよ

いか提案 しています。

ミューチャル。変化 に富んだまたバ

ランスの取れた活動 を行 うことで,若

い女性が釣 り合いの取れた人間に成長

す る手助 けをす ることができます。そ

のような活動の中には,奉 仕,手 芸,

音 楽,ス ピーチ,ド ラマ,ダ ンス,文

学,絵 画,キ ャンプ,ス ポーツ,体 操,

｢成長す るわた し｣の プログラムな どが

あるでしょう。このような活動により,

若 い女性は才能や技術 を伸ば し,よ い

音楽や文学,絵 画の価値 を理解で きる

ようになります。若い女性の指導者は

必要なときにスペシャリス トに依頼 し

て助 けてもらうこともできます。

ん成長するわた しノ。新 しい手引 きで

は,若 い女性の霊 的成長を助けるに当

たり,両 親を援助す るという指導者の

役割が強調 されています。子供 に対 し

てまず第1に 責任 を持 っているのは両親

ですが,彼 らは個 人の祈 り,聖 文の勉

強 といった個人 レヘルの宗教行為 を奨

励するために｢成 長するわたし｣の プ

ロクラムを用い るこ とがで きます。

この ような宗教行為 を通 して,若

い女性 はサ タ ンに対抗で きるよ

うに強め られ,よ り堅固 な家族

関係を築 くことかできるのです。

｢成長するわた し｣の プログラム

を使 うことによ り,父 親,母 親,

あ るいはまた両方は,娘 か 目標 を

設定 し,目 標に取 り組み,さ らには

自分たちの経験 を報告するのを助

けることができます。

催 し物。年毎の催 し物 を通 じて,

若 い女性の指導者 は両親に対 して,
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家庭の中で義にかなった指導力 を強め

る方法 を教 え,彼 らを助 けることがで

きます。両親は,若 い女性の活動が家

族の活動を支 え補足するうえで最 も良

い方法 を若い女性の指導者に提案する

とい う方法で,指 導者 を援助 します。

若い女性 の指導者 は,家 族のスケジュ

ールと過度に重なることのない ように
,

各週 の一晩だけを使 って活動や催 し物

を計画す るよう努力すべきです。■

獅
恵
嘉

講
慧羅
雛
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福音を教え,指 導す るうえで最 も重

要 な場所は,家 庭である(モ ーサヤ4:

14-15;教 義 と聖約68:25-28参 照)。

日曜学校の組織 は,日 曜に集い福音の

原則 を簡潔に学ぶ機会 を提供すること

により,ま た家族 と個人が聖文を学び,

戒 めに従い,儀 式を受け,彼 らが主 と

交わ した聖約を守るよう励 ますことに

よって各々の家族 を助 ける。

1999年 は,今 後の新たな50年 に向け

て,日 曜学校が,御 霊を求め,救 い主

の模範 に倣い,主 から学 んだ とお りに

教えるよう努める,霊 感を受けた男女

で満たされることを心に思い描 くもの

である。□

｢分かち合いの時間のためのアイデ力 追加分1999年4月

幽 以下は,初 等協会の指導者が

『リアホナ』4月号 に掲載の｢分

かち合いの時間｣と ともに使用で きる

｢分 かち合いの時間のためのアイデア｣

追加分である。これ らのアイデアに対

応する レッス ン,指 示,活 動は本号｢フ

レンド｣12,13ペ ー ジ｢す くいぬ し,あ

がないぬ し｣を 参照する。

1.検 査官もしくは刑事に変装す るた

めに,ト レンチコー トを着用 し,大 き

な虫眼鏡を携帯す る。子供たちに復活

の真実性に関する手がか りを探 してい

ることを伝 える。前 もって,準 備 され

た手がかりのセ ット(名 札,視 覚教材,

指示,参 照聖句)を 各々,以 下の順路

で回れるように初等協会の部屋 中に配

置する。各 々の手がか りセ ッ トに対 し

て一人または複数の子供を割 り当てる。

その子供たちに名札 を付 けさせ,聖 句

を読 ませ,そ してその聖句 を探求 し,

検 査官が質問する ときに報告で きるよ

うにさせる。助 手たちが準備する間,

初等協会の歌を歌う。手がか り(1)ロ ー

マの兵士。金貨。金貨 を見せ,夜 の間

にイエ スの弟子たちが イエ スを連れ去

った と言 うように買収 されたこ とにつ

いて語る。マ タイ28:2-4,11-15。
なんこう

(2)マ グ ダラヤのマリヤ。軟膏の入っ

た瓶。墓に来た最初の人であったこと,

園 でイエスを見,主 が 自分の名前 をお

呼びになったことを告げる。ヨハネ20:

1,1116。(3)マ リヤ。復活 されたイ

エスの絵。復活 されたイエスを見た も

う一人の女性であること,そ してイエ

スの足 に触ったことを告げる。マ タイ

28:1,5-10;ル カ24:10。(4)ペ テ

ロとヨハネ。亜麻布。走って墓に行っ

たら空で,イ エス埋葬時の布だけがあ

ったことを告 げる。 ヨハネ20:2-10

(5)弟 子 たち(一 つの クラス または男

の子数人)。 復活されたイエスと弟子た

ちの絵。扉が閉まっていたのにもかか

わらず,自 分の前に救い主が現れ られ

たときの様子を一人に描写させる。 ヨ

ハネ20:19-20。(6)弟 子 。魚か蜂の

巣の絵。救い主 には骨 肉の体があるこ

とを示 しなが ら,救 い主が魚 と蜂蜜 を

食べ られた様子 を告 げる。 ルカ24:41
くぎ

一43(7)ト マ ス。 大 き な 釘 。 イエ ス の

くぎあと

手と足の釘跡に触ったときの感触 につ

いて描写する。 ヨハネ20:24-29。(8)
つえ

クレオパ。杖。エマオに行 く途中,主

と歩 き語った ことについて告げる。 ル

カ24:13-19,30-32(9)パ ウロ。数

字の｢500｣と 書 かれた1枚 の紙。キ リ

ス トの復活後,自 分 と500人 以上の人が
あかし

キ リ ス トを 見 た こ と に つ い て 証 す る 。

1コ リ ン ト15:68。(10)ニ ー フ ァ イ

人 。 ニ ー フ ァ イ 人 に 現 れ ら れ た 救 い 主

の 絵 。 ニ ー フ ナ イ 人 の 一 人 に,民 を 訪

れ た 復 活 な さ っ た キ リ ス トに つ い て 描

写 さ せ る 。3ニ ー フ ァイll:612(11)

ジ ョセ ブ･ス ミス。 『モ ル モ ン書 』 と 『教

義 と 聖 約 』。 自分 と シ ドニ ー･リ グ ト ン

が イ エ ス･キ リ ス トの 示 現 を 受 け た こ

と に つ い て 告 げ,そ の 教 義 と聖 約76:
あかし

22-23の 中の示現 に対す る証 を読む。

イエス･キ リス トは死者の中からよみ

がえ られたこと,そ して聖霊が最 も力

強い証 をして くださることをに関する

証拠が非常 に多いことを述べて締め く

くる。
あがな

2.ボ イ ド･K･パ ッカー長老の蹟 い

についてのたとえ(『 福音の原則』68

71参 照)の 朗読劇 もしくはスキッ トを

行 う。大人にナ レー ターを頼み,子 供

たちに貸 し主,借 り主,そ して仲介者

の役 を割 り当てる。(年 長の子供たちが

年少 の子供 たちのためにスキ ットを行

わさせる。)イ エス･キ リス トがわた し

リアホナ/1999年4月 号

8

たちの罪の代価 を払 って くださったこ

とを子供たちに理解 させる。 イエスの

条件(悔 い改 め,戒 め を守る)に 従 う

ならば,ま たイエスと住むことがで き

る。前 もって墓の絵 を描 き,肉 体の死

とい う札 をはってお く。また門の絵 を

描 き,霊 の死 とい う札 をはってお く。

イエ ス･キ リス トがお られなければ,

肉体の死 も霊 の死(主 の前から断ち切

られる。 も しくは｢締 め出され る。｣)

も味わわな くてはな らない。あ らかじ

め描いておいた(φ)の 記号を墓の上

には り,も はや永遠に続 く肉体の死が

ないことを示 す。イエス･キ リス トの

死 と復活 により,わ た したちもまた復

活す る。救い主の絵を霊の死 の札 の上

にはる。蹟いを通 して,イ エス･キ リ

ス トは罪の代価 を払 って くだ さった。

わたしたちは悔い改め,戒 めを守るな

らば,霊 の死 を克服する ことがで き,

門 をくぐることができる。

3.年 少の子供たちのために,初 等協

会 の手引 きもしくは 『福音の視覚資料

セ ット』からの絵 を用 いて,イ エス･

キ リス トの死 と復活の物語を聞かせ る。

死者の中からよみがえ られた救い主を

思い起 こさせ る春の兆候 について話す。

春に土か ら再び命 を吹 き返す花 によっ

て,わ た したち もまた生 きることを思

い起 こす。春 の兆候が見 えていれば,

建 物の周 りを散歩する。

4.救 い主に関するそのほかの参考資

料。｢復 活祭の物語｣(『 聖徒の道』1997

年4月 号,こ どものペー ジ,89);

｢く いあ らため わるい行いを正 しい

行いにかえること｣(『 聖徒の道』1997

年4月 号,こ どものページ,10-11):

｢道が ある｣(『 聖徒の道』1998年4月 号,

こ どものページ,6-7)□
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信仰箇条のカードに見入る,引 率の戒能信生

先生(右)と 広報の佐倉井正彦兄弟。

何 を知ってい ますか,と 聞 くとほ とん

ど知 らない。にもかかわらず,日 本の

社会 と末 日聖徒 を巡って摩擦があると

い う,事 実 と違ったイメージが先行 し

ています。

日本基督教協議会(NCC)な ど教派を

超えた宣教 団体がありますけ ど,そ こ

に末 日聖徒 は一切入っていませんか ら,

あま りにも交流がなさす ぎるのです。

『モ ルモ ン書』 を我々が どう評価 す

るか とい うことはなかなか難 しい問題

ですが……ただ,賛 美歌 を歌って祈 り

を共に してみると,祈 りの表現だって

ほ とん ど共有で きるし,『 聖書』 も同

じもの を使 っているわけです。 こうや

って実際に顔を合わせ ていると,少 な

くとも故の ない偏見や差別はな くなっ

ていくと思い ます。｣

日本基督教団は,多 くのプロテス タ

ン ト教派 が合同 して1941年 に発足 し

た。現在では全国に1700あ ま りの教会

があ り,約20万 人 の信徒 を擁す る日本

最大 のプ ロテス タン ト合 同教会 であ

る。□

専任宣教師

リー･W･フ ァンス ワース 長老

現在,名 古屋伝道部で専任夫婦宣教師

として奉仕しているリー･W･フ ァン

スワース長老は,ア メリ力陸軍外国語

学校で日本語を学び1955年 に初めて

日本の土を踏んだ。帰国後,大 学で

｢日本学｣を 専攻し,日 本の政治学を

ライフワークとする。大学院卒業後,

フロリダ州立大学の教授となり,そ の

後ブリガム･ヤング大学(BYU)政 治学

部教授となる。交換教授として1970
キリスト

年から1971年 まで東京の国際基督教

大学,1979年 には名古屋の南山大学

でも教えた。長年の国会･選 挙･地 方

自治の研究を通じ,河 野洋平氏をはじ

め多くの政治家と親交が深い。BYUで

33年 間教鞭を執 り,一 昨年退職して

夫婦で宣教師となる。今回の伝道を含

めこれまでに28回,日 本を訪れた。

10人 の子供がおり,そ のうち3人 は日

本で伝道,2人 が日本人と結婚 してい

る。ファンスワース夫妻は現在,広 報

活動を助けながら,24年 前に長男が

伝道した三重県で伝道している。名古

屋にご夫妻を訪ね,伝 道の最前線にお

ける夫婦宣教師の働きについて,お 話

をうかがった。(編集室)

広報宣教師としてはどのように働いてい

ますか?

わた くしは政治学者で した。 日本 の

政治 を教えました。28回 日本に来たの

は,陸 軍 と今回の伝道のほかは,い つ

綴
鈎

も日本の政治について研究する,あ る

いは教える,あ るいはBYUか ら研修生

を連 れて来るためで した。1990年 か ら
イ ン タ 　 ン

始めた日本の研修生プログラムでは東

京,松 本,岐 阜,名 古屋,大 阪のかな

り大 きな企業が研修生を受け入れ まし

た。大正製薬,竹 中工務店,NTT,東

洋 経済新報社,ダ イフク……わた くし

は180人 くらいを連 れて来 ました。 こ

のプログラムは今 も続いています。

例 えば今週わた くしたちはBYUの 研

修生プログラムで関係のあったいろい

ろな会社 を訪 問しました。わた くしは

今 はBYUを 退職 しましたけれども,あ

いさつが てらに訪問 して,あ るときは

社員の方,ま たある ときは社長あるい

は取締役 の方 と話 し合い ました。

日本でいちばん差 し迫った問題 は何

で しょうか,と わた くしたちは話 しま

した。それは家族の問題ですね。一部

の子供たちの犯罪 など(日 本 にもアメ

リカにも)共 通の問題があ ります。そ

こで 『30分 あなたの家族のために』の

リーフレッ トや 『家族 世界へ の宣

言』 を渡 して,家 庭の夕べについて少

し紹介 しました。そ して｢家 族のある

リアホナ/1999年4月 号
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う

社 員のためにもう少 しこの リーフレッ

トが欲 しければ,あ るいは,詳 しい内

容が知 りたければ,わ た くしたちは援

助 したいです｣と 申し出ました。そ う

い うふ うにわた くしたちは,以 前に築

いた関係を使って教会の広報活動 をし

ています。

そのほかにも,わ た くしは伝道部長
かかみがはら もり しん

と一緒に,岐 阜県各務原市の森 真市長

さん に会いに行 きま した。彼 は以前,

岐 阜県議会議員だった ころ何回 もユ タ

に行ったことがあ ります。彼は研修生

プログラムをよ く助 けて,い ろいろな

会社を紹介 して くれました。彼 が議員

のころ,延 べ2,000人 くらいの各務原市

民 を連れ てユ タに来 た ことが あ りま

す。1週 問 くらいの日程で1度 に200人 か

ら300人 くらいが来 ました。ですか らた

ぶん,こ の市は た くさんの人がユ

タに行 った ことがあ りますか ら

｢家庭の日｣を 実施するのに適 している,

そ ういう考えがあって行ったわけです。

彼 らはソル トレーク･シ ティーに行 っ

て,テ ンプルスクウェアやソル トレー

ク湖 を見学 しま した。 わた くしはその

度に何回 も行って,よ くい らっしゃい
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うことです ね。名前だけは聞いたこと

があるけれど顔は分か らない,と い う

場合 はCと 書いて くだ さい。全然,知

らない場合 はDと 書いて くだ さい。そ

うやって調査す ると半分 はDで す。全

然知 りません。彼 らを宣教師に紹介で

きますか?で きませんよね。

そ うやって調査 して,そ の方が友達

つ まりAで あれば3点,Bで あ れば2点,

Cで あれば1点,Dで あ れば0点,と し

て全員のス コアを着けました。普通 は

1点 あるいは0点 ですね。で もある方の

スコアは30～40点 くらいです。た くさ

んのポイ ントがあ ります。それな ら,

あ あ,そ の方はたぶん大丈夫,宣 教師

に紹介で きるで しょう?

で すか ら次の段階は,そ の知 り合 い

と友達の中のだれか を宣教師に紹介 し

て ください,と いうことです。 このリ

ス トの半分 くらいの方は全然知 りませ

んか ら今は何 もで きませ ん。ですか ら

またの機会を待ちます。その次のグル

ープの中で も,あ ま り点数の高 くない

方は下 に行 きます。そ うや って……最

後には125人 ～130の 名 前が出て きまし

た。活発会員は15人 くらいですか ら,

み んなにあなたは2人,あ なたは2人,

あ なたは2人 … … と2人 ずつ委任 すれ

ば,い ちばんいい リス トの30人 が割 り

当て られ ます。その30人 は友達で,よ

く知ってい ますか ら,そ れは山じゃな

い,丘 ですね。そ して専任宣教師は活

発会員 と一緒 に行 きます。わた くした

ちは電話 をか けて,｢来 週 の月曜 日あ

なたの2人 を訪問 しましょうか,一 緒

に行 きましょう｣… …そ うして活発会

員はわた くしたちをその方に紹介 しま

す。 このようにすれば,可 能性の山は

可能性の丘になってきます。

今,そ の段 階が ちょうど終 わ りまし

た。 まだいいか悪いか結果は分か りま

せんけれ ども,こ の30人 が優先順位 の

筆頭 です。そ してこの後,次 の知 り合

い リス トを使います。それか らそのあ

と,全 然知 らない方の リス トを使 うつ

もりです。またそのDの リス トは,分

けて専任宣教師に渡 し,近 所 を戸別訪

問するときその家 に立ち寄 るよう依頼

しました。そうい うふ うにしてわた し

たちは,最 初の｢が っか り｣か ら積極的

な姿勢に転換することがで きました。

そしてわた くしたちは,紹 介 された

最初の リス ト30人 の兄弟姉妹 に,｢あ

なたは新 たに福音 を学びたいですか,

わ た くしたちは教 えたいですね。それ

はどうですか?教 会 に来て ください,

戻 って ください｣と い うふ うにだんだ

ん……本来の宣教 師として教えること

がで きるようにな りました。前半でわ

た くしたちは広報について話 しました

けれ ども,日 常的にはこのような伝道

をしています。

去年 の夏,山 の ようなあま り活発で

ない会員の リス トを見た ときはわた く

しもがっか りしましたね。けれ どもそ

れ らの人は皆,バ プテスマを受け,聖
たまもの あかし

霊 の賜物 を受けて,か つて福音に証 を

持 っていた方々です。

わた くしが1955年 に東京にいたころ

には日本に1つ か2つ の支部だけしかあ

りませんで した。 しか し15年 後 に来 日

した時にはステークがで きていました。

そ して今では全国に30も のステークが

あ ります。≡:重県にも同 じ可能性があ

ります。確 かにアメ リカに較べれば,

あ ま り活発で ない会員 の数 は多 いで

す。けれ ども教 会は続 いてい きます。

組織が大 きくな り,ワ ー ドが増えます。

で もわた くしたちがいちばん気 をつ

けていることですが……その方が,わ

たしたち(フ ァンスワース夫妻)の た

めに教会 に来るのだとすれば,そ れで

はだめだということです。そ ういう方
み た ま

は自分 自身で御霊を感 じることが必要

です。そのほか にはここに住んでい る

教 会員の友達が必要ですね。わた くし

たちはその うちアメリカに帰 って しま

います。4年 前,こ こには夫婦宣教師

がいました。その とき津支部 には60人

くらい教会員が来ていたそ うです。 し

か し彼 らが帰還 してから減って きま し

た。 これではいけませ ん。 ヒンクレー

大管長 も,教 会 に入ってか ら活発でな

くなって しまうのはもったいない,と

おっ しゃっています。フェローシップ

とお互いの愛はいちばん必要ですね。

津 の支部長 さんは,｢こ の支部の会

員にとっていちばん大切 なことは福音

リアホナ/]999年4月 号
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を楽 しみ,う れ し く思 う気持 ちです｣

と言われました。 まさにそれが必要で

すね。たとえ教会に来て も,嫌 な気持

ちが あればそれ はあ ま り良 くないで

す。神様 の,聖 霊か ら来 るいい気持 ち

とか楽 しい気持 ちとかうれ しい,幸 せ

な思い……それはわた くしたち宣教 師

にも必要です。だれかの生活に幸福 を

持って行 くためにはね。

先週は,し ば らく来なかった兄弟が

教会に来 ました。わた くしたちはほ と

んど彼 と話 した ことがあ りませ ん。彼

が来た理由は……帰還宣教師でもある

母親が12歳 の子供に,あ なたは教会に

行かなければなりません,と 言った と

き,お 父 さんは教会 に行っていなか っ

た。それでお父 さんは模範 を示すため

に服 を着替えて教会 に行 きました。子

供のため,自 分の家族のために。それ

は良い動機です。

わた くしは聖餐会 の話のため壇上 に

立っているとき,そ の兄弟がいるのを

見てほん とうに気持ちが良かった。そ

の方の18歳 の息子 さんは,日 曜学校 の

教師です。彼はお父 さんを｢兄 弟｣と

呼んでた くさんの質問を し,お 父 さん

は答 えました。その兄弟 は,活 発な会

員 と何 ら変 わ りな く神権会の閉会の祈

りもされました。

そのほかに,た くさんの子供がいる

若い兄弟が来 られました。わた くしが

｢初め まして｣と あいさつすると,｢わ

たしは以前のお休み会員です。これか

らは教会に集い ます｣と 言われました。

……びっ くりしま した。Aグ ルー プの

リス トによれば,支 部の会員のほとん

どが彼 の友達で した。けれどわた くし

は会ったことがあ りません。会員たち

はいつ もその兄弟に電話 をし,家 を訪

ね,教 会や活動 に来るよう誘 っていま

した。そ して彼 は宣教師の助 けな しで

教会に戻 ったのです。

友達が友達を教会 に戻るよう誘 う.こ

とカ㍉ 再活発化のいちばん良い方法だ

というこ とが分か ります。わたくした

ちが今,津 支部や松坂支部でやってい

るように,宣 教師 は会員 とともに行 っ

てそれ を助 けた い と願 っているので

す。□
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の帰還 をイエス様が喜 ばれていると御

霊によって感 じ,胸 が熱 くなりました。

この兄弟は現在 まで,一 日た りとも休

まず出席 しています。今までの生活 を

悔い改め,も う二度と教会か ら離れない

と決心 されました。神殿 にも参入 し,ま

た部下の方に,『モルモン書』と『教義と聖

約』の合本 を渡 されたとい うことです。

主は助けてくださる

この御二人のほか,1年 の問に4,5人

の方が活発になった り,時 々教会に来

られるようになった りしました。 ほん

とうにうれ しいことです。 イエス様が

喜んでお られるのが感 じられ ます。信

仰 と希望 と慈愛 をもって イエス様の羊

に目を向ける とき,イ エス様 はわたし

たちを助けて くだ さい ます。 また教会

員 と宣教師が協力 し,一一致することに

よ り多 くの祝福が得 られます。これか

らもあま り活発でない会員の方に心 を

向け,一 人でも多 くの方に帰って来て

い ただ きたい と思っています。(た な

か･わ たる 監督)
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心を変えた愛の言葉

たしは数年前,支 部の神権役員

わ に召 されていま した。主 の業の
ために明確 なビジ ョンを持ち,熱 心 に

働 き,あ る程度の成功 を収めつつあ り

ました。ところがある とき,働 きの進

め方で指導者 と意見が合わず,不 信感

を募 らせてしまい ました。

一方
,会 社の上司の方々はわた しの

こと をほん とうに心配 して くれて,

｢酒 を飲 めないの は不利だぞ｣な どと

ア ドバ イス して くれ ました。そうして

わたしは,世 俗的な考え方へ と徐々に

傾 いてい きました。そ して福音がな く

て も十分幸せになれるのではないか と

考えるようにな り,教 会 をお休みする

ようになってしまいました。

わた しは,福 音 に従 うとき自分 自身

の意志はいったいどこにあるのだろう

という疑問を持っていました。わた し

は時に相手 を批判 した り,こ れ はこう

だ とはっ きり主張することの中に自分

の意志 があ るのだ と思 っていたの で

す。そうして教会をお休み していた問,

わ たしは自分でまいた悪い種 によって

大 きな試練を受けてい ました。

その約1年 後,わ た しは転勤 でほか

｢心 を一･っ に し
,思､讐 一 つ に し｣

支部の人々の愛ある言葉に導かれて

の土地へ行 くことにな りました。教会

の召 しを途中で投げ出 したわたしは非

難されて しかるべ きなの に,な ん と支

部のみなさんは愛ある言葉を両面いっ

ぱい に書 いた色紙 を贈 って下 さいまし

た。｢わ た しが隠れる ように座 ってい

て も必ず声 をかけて くだ さいま した。

それが とてもうれ しか ったです｣｢わ

た しは羊 と して養 い を受 け ま した｣

｢お 世話 にな りました。口で言 い表せ

ない くらい,ペ ンで も書 き表せない く

らいです｣･…･･心 温 まる言葉がいっぱ

いの色紙 でした。わた しは,一 つ一つ

の言葉を涙を流 しなが ら読みました。

そんな状況でわた しは自問しました。

｢19年 前 に改宗 し,伝 道に も出,責 任

もそれな りに一生懸命果た してきたの

に,な ぜ活発でな くなって しまったの .

か｣｢主 に従 うことが最善だ と分か っ

ていて も,す ぐに主の教 えに従えない

自分があるのはなぜだろうか｣と 。そ

してその結論は,わ た しは心 の底から

主に従 うことを望んでいなかった とい

うことで した。表面的には教会に行 き,

責任 を果たしてはいた ものの,そ れは

自分の心 の一部でしかあ りませんでし

た。心の多 くの部分は,自 分 の考えや

感情そ して世俗 的なことを優先するこ

とを望んでいたのです。教会 の召 しも

一生懸命がんばったつも りで した
。で

も往 々に して,自 分の力で成果 を出 し

てやろ うという思いがあったのです。
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そ して天の窓は,そ の人の信仰 と必要

とに応 じて主が開けて くださるもので

あるに もかかわらず,不 敬 にもわたし

は,自 分の考えや思いによって天の窓

に手 をかけて,自 分自身の手で開けよ

うともが いていた こ とに気づ きまし

た。その思いがわた しの生活全般に悪

影響 を及ぼしていたのです。そ してな

ぜ主が,｢心 をつ くし,精 神 をつ くし,

思 いをつ くして主なるあなたの神 を愛

せ よ｣を 第一の戒めである と言われた

のか,そ の理由が分かるような気が し

てきま した。

わたしは,批 判 されて当然のときに,
あカな

逆 に愛ある言葉をかけ られて,主 の蹟

いを思い起 こすことがで きました。わ

た しが どんな状態 にあって も愛 して く

ださるとい うことを思 って,感 無量で

した。その愛のおかげで,わ た しはも

う一度教会 に戻 り,福 音 を試 してみよ

うと決心 したのです。

.人は弱い ものですか ら,生 まれなが

らの自分 を克服す るためには主の助 け

が どうして も必要であること,注 意深

く自分の心 と言動 に気 を遣わなければ

な らないことを肝 に銘 じて,少 しずつ

それを実践 していきま した。人の 目の
はり

ち りを見ず,自 分の 目の梁を取 りのけ

ようとしました。するとそ うするうち

に平安がわき出してきたのです。

福音 は隣人を裁 くものではなく,あ

くまでわた し個人 に正義 を要求するも



SI

∠一τ=･壬一4･壬

驚

(誉号号営嘉罪普∫車♀9･⊇≠(ニー[:`堂畔割叢呈⑦革膨。幸郵へ}

2DQ享季つマ丈へ儂劉(ぴ偽7⊃1藁⑦〆y粟(ン尋=1勲鮨(〃つマ(終¢(潔箪(》弘。,焦季

尋》(o到呆単4穿〉}マ肯母年⊃1つマ9塁}Ω…撫偽へ量いヘキ9アつ辛劃尋音

`マ軍9～～⊥二Lマ肴.孕豊辮マ粟2ウり49目`マ鼻ユ<7留へ).曳垣[孝韮}尋γ妾

尋〆ソ⊃。享季の).6尋⊃1豊雅曳へり(ラ勲。4りiε0膳(》2

享}σぞ=n49Ψ}y享……(潔迎丈ヘコ留へ}穿鼻宙重D.Gf⊃1贈剴4σ蟹

刎`》つi塞`》つ鼻`蝉竈`Q↓倖`丑>4σ皐宰12辛埠⑦皿(∂コ寧昭年(∂ξ

巣(∂ウミタ羅`ズ/(壬一レ当∀一宰`日4季o≧〔羊0鵬2詳2コ管.創中事コ

母岳駆ヘンへ面).マ育(ラ4年`寧障3コ9難⊃1亘1[磁⊃1話溜⊃li薫呈(∂暑;茸昌半

。マつ準穿(き台拷需年詳4宰1(禦26(∂つマ(雰`Q膨ぞQ

握いへそ認(o魁へ尋(グ染4勲･字⊃匹マ寒(ンア1;孕需コいへ2障:f⊃四コ9認

ツ婆1勲嶺申ま。.臥ユ(∂(↑宙究(2(季コ襯申‡コ辛1窺〉ρ聾⊃1穿妾`写博2管勲吾尋

`Ψ興(∂諏量(∂老。ゑ準マ些り
.Oi劉孝9畳才附(き4断｣D享弘(∂4σ曳ヘユ〆y藁母

量⊃淫294蓼需ひへつヨr身輩昇(o罪雲厘}¥(∂マコいへ2曾'ざ羽'⊃1…ξ⊃1一影
`=1算9つ母。享ユ(oマ雰二)

.G尋〉尋鐸誰;皐`〉尋勲ウ丸へ留9G2`き¢音目Ψ

罫>46季`R9尋安を。享弘勲99音目(》ンへ畔⊃1担尋ツ3`}つ9コ

尋⊃1脚目ω音目`Q準し掌12コ9廷∋孝ン旧c
一で車蜘う留

劔～郵むマ聯`宰ママ6尋;1(ンーΨ･へ宙

⑦音目=訴へ温(∂年⊃192/y劉`摯弘

G4り39妾2し誰宰n4(雰o
.臥季文へ季

つ}}畜穿暴(さ4･へ).6壱↓厚(∂{チ目

孝穿…ン……4ぞ由*磐⑦4σ･ムz`4不へ

尋つ蛛雁母Y`429勲回尋轟⑦4劉

`4需管マ渤コY⑦}〉
/4……マ瑳(∂

畢豊`⊃1誰吾⊃1し一一2…ξ私へ量恥㍗

。享毒(∂マ宰).c･4岳〉

む¢fΨ;～コ9頃29(剃).⑦摯価¥⊃1

毒掴呑`･へ尋皐ユ(ρぞコ〉考コ(09勲ρ

璽⊃1王勢り'(o蔓目⊃艮季勲憎申*`ユ中

9.創Y彰⊃1嶺魁⊃悔日願…彰}つを。.喜季

穿〉}マ育尋厚管.喜逸甥多つ4畔(ラ4

暴;聯(∂》響琴き¢享季kへ}つつ笈畔

⊃1…ξ6誰つ4孕音4kへ}6尋⊃1鯨辛コ

劃マ･へ}つ》)紗畔`翌週一(∂音十ン

。享季鐸〉}'と育尋号製曾吾粟

み

こ繋鰐二脳･欝ぐ～㍉
..轟､藍譲･寮
　馨

鑑

。.昏ウ(ρ46尋コ(rア(2辞〉).つ募纂4

穿4匡;Tマ【へ}σ呈3`診詳n坐出写1(かへ

尋季聰尋蟹。マつ準Q尋⊃Pコ〉亘暉(o

摯いへ需獲達答鯉率}つマY剛`}(汐僻

氷鷺:孕裡羽:等`コ=～コこくへ鍵;き¢畔妾

。4つ準宰二)
.穿臼(汐濯

摯弘辞琴コ鴇)裟`Ψ音箪(∂需⊃マ宰}

σ毒}つ¥工(熟へ(卸へ}つ9音。4つ

餌群ぞコい硯`津にら:奪埼要緊ユつ

市2⊃1(圏4⑦Y`コ(汐4(∂弓≠翼事`勲

･へ留4σ(剃獅(∂つマ畔`§¢4つ皐Q

禦(》百具いヘマト¢(∂曾･ぎ占準コ老｣

`}つコ1々…彰……。享ユ勲94つ孟惹

よ4ry4尋葺怯}つ孝勲絡士}つ舶躍

`}つ耳1多9コ2･へ量(∂ヨ尋嚇聡。マ

つ準つ[劉鰹亘一亘一`鷺亘尋昇翼耳テ9

丈へ9老04り季Q(季(》(玄コ;吾へ量⑦

亘1墨コ輿幸`)さへ).銘謁宴軍⊃1ら日

事兜掌に払σアコ昇翼弔つ･¢つ。,創

季Q(牢亘099{勢判黒i藝㍗9,喜躯

田尋怯吉コ暫工(∂コ`4季

。享3(∂46
kへ}(ンき幹r(》…目,

儀麺･紅鮨コ艀脚

勢
尋濤盗⑦身;翼耳シ}つ9一妾

。4つ季つ雄話`!1i妻{聯コ

燕γ剃号脚鰭8R

lll紬鵡謙 ぼ
.野`}つY茸尋巡 一ち.語

裂コ担畢鰍(∂妾`勲つ4儲

ユコ妾。4つ郵へ}穿9身ウ担皐研⑦

劉謡`掌1皐醜(∂耳嚇耳テ購(∂妾oゑ馨つ

脅講畢易喚耳テ購R9尋コ蕨蟹｢泰¢毒
oマつ季Q(牢(ヨ4輿鷺μ毒董(∂

匂【¢年⑦昇;翼事9頃死`k偽へ尋寒3<¢

2魁孝皐醜(∂騒嘲購嘲弘畔音Q4!1季

Q(季(表2コ丸へ尋者妻尋(ン爵吾(～接劉)¥1緋
`Q尋=1(汐詳4歩1垂}穿悪Ψ習影(∂弟

蟹怯ユ穿妾。!y吾季宰三楽鯵皐;耐曳へ(a〉

日OZI剤虫;`ウ(∂尋》菊ぎ¢日影附勲日

i麹丁半1⊇一然字(≧コ=～。マつ季【へ}つ嬰

塗孝事膿(o騒増腿賜⊃1圏謝皐謝(o割斜6

勲易;翼事⑦妾`Q嘩68測製謡9頃⊃.

つ魁田⊃1鷺工19(汐噸⑦つ4酵ユ羊銘コ
。
.喜弘勲α9宰⊇.胃影Ψ当蟹(〃圭ユ辞

妾`〉摯ぎ彰…揮陽厚恒(o弟螢｢1重才(2尋〉多

4騒嘲鵬弱。ゑ罫へ).穿鼻尋4ギ矩身4

<4尋明弔鋤⊃.6ア=12コ曾贈嫁凝励

田馨賜ぞ糠屡田ま(∂中｢垂キ`}σ呈2耳1塞

ら日耳ヲ鰯誰季。垂皐q(4Ψ(∂(》･へ尋39

妾2(o(》尋易尊雫1⊃11重帝需9呈尋話
。マつ季塁}マ百2

Q宰σ勲4;～コ9kへ).り=～孟牙⑦昇;翼

耳ヲ`ぞ9,←安妾04つ馨郵へ}つ尋輩

:けツ3!ソ3立【へ量9頑9妾。9'ざ羽･コ

昇璽耳シ`〉尋fゆ3尋(汐4(∂尉蓑(∂{ク

目。マつ獅へ留ぞ¢f》).つ母輩丹).

マ象コー衡私字(∂弘へ3/ソ毒尋胆♪⊃匹

2γ掛ぎ¢4(∂昇翼耳テ`4享季つ湯圏つ

ξママ馨(∂呈豊`宰27(4ウコ妾。喜

碁へ}つ孝輩君曾,喜軽コケ年(∂昇翼耳ヲ
`Q畔}(潔雁⊃1-4一〆嚢｢鉾n4儲

墨騰¢マ2曾習平}コY

Q4つ季Q尋⊃匹ア曼

焉不へ4つ呈に骨).σ戴準季(∂を⊃1誰呈

⑦6-6-9田(墾¢口(∂贈`勲つマ酵

4敬O科頭儲駒弓話凶葦⑦昇週↓。4り

季宰弘き¢ぞコga劉マQ寒σ寧犀⑦管

〉}o耳シ4【へ量丸へ首3尋罫目`壽(ラゑ

`岳
zk`準に屡需9製⊃1マ聯(∂年`つ

脾目尋劉罰(∂音目`厚一。4つ季Q口芳

母ぞコ9閉⊃淵↓繋旧目`つコタ宗ヨ1尋{ク

目}つ濯q呈`n耳テ⊃1･〕･4劉劉曳へ量(∂

3尋zk立`》つ昴1･`(孝認(外へ`写幌R

4σ製⊃グと象(ρ{タ目マ準。4つ皐Q･¢

音Ψ需コ窪外へ).辞臼マ灘2｢頑鼻尋Q

壱}勲図(》壕(∂畔劉`9尋し工季母弊⑦
ぽヨ　

孕⑦=γ尋(乎｣(外¢申*塁k⑦妾`α(李3⑦




	表紙
	目次
	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　弟子となるための代価　ｼﾞｪｰﾑｽﾞ・E・ﾌｧｳｽﾄ
	ﾓﾙﾓﾝﾒｯｾｰｼﾞ

	主イエスの愛に

	よく堪え忍ぶ　ﾆｰﾙ・A・ﾏｯｸｽｳｪﾙ

	生ける預言者の言葉

	コンチャの新たな誕生

	質疑応答

	家庭訪問ﾒｯｾｰｼﾞ　義の原則を家族に教える

	今日も自転車に乗って

	重い荷はどっち

	「しかしわたしたちは、彼らのことを気にとめなかった」

	答えは顔に表れていました

	「町からひとり、氏族からふたり」

	羊飼い、子羊、そしてホームティ＾チャー

	専任宣教師(233期生)


